
交通事故被害者支援 リモートセミナー

裏面をご確認の上、QRコードからお申し込みください

◆◆ 主 催 ◆◆
〒103-0013
東京都中央区日本橋人形町1-13-9-1004
☎03-6661-1575
http://www.jiko-kazoku.com/

《日時》2023年４月３０日（日）14:00～16:00

《聴講方法》当日zoom視聴、後日YouTubeでアーカイブ視聴

◆申込方法および聴講の詳細は裏面をご覧ください

◆セミナー終了後、期間限定でYouTube配信いたします

参加無料

高次脳機能障害と被害者支援
～交通事故の被害者支援を考える～

交通事故の被害者にどんな
ことを伝えたら良いの？

１、基調講演 PM14:00～PM14:50ごろ

渡邉 修 氏(東京慈恵会医科大学附属第三病院 リハビリテーション科教授)

「交通事故後に生じる高次脳機能障害の理解とその対応」

～休憩（📝ご質問をチャットで受付けます）～

２、対談 PM15:00～PM15:50ごろ

渡邉 修 氏／大岡 由佳 氏(武庫川女子大学 心理・社会福祉学科准教授)

「交通外傷による高次脳機能障害と被害者支援」（仮題）

３、質疑応答 PM15:50～PM16:00ごろ

プログラム



★お申込み・当日視聴・オンデマンド視聴とも
QRコードまたはホームページにアクセス

※お問合せは担当者へ 担当：岡村 ☎ 090-7714-1862
気軽にお申込みください（キャンセル不要）

2023.4.30㈰ 交通事故被害者支援リモートセミナー 参加申込み

★視聴までの手順

・QRコードまたは本セミナーホームページから必要事項を入力して申込み（申込み〆切 4月26日㈬）

・セミナー開催3日前（4月27日㈭）にリマインドールが届きますので、手順をご確認ください

・視聴方法、質問方法、関連資料などは、本セミナーホームページに掲載いたします

・講習会当日は、本セミナーホームページからzoom配信にアクセスしてください

※参加時はカメラとマイク機能をOFF、ご質問の際にはマイクだけONにしてください

・万一通信環境に障害が起きた場合でも、収録映像をYouTubeで公開しますのでご安心ください

（収録映像はセミナーの翌日正午頃から公開予定です）

・YouTubeにつきましても本セミナーホームページからアクセス可能です

★講師ご紹介
【渡邉修氏】
(東京慈恵会医科大学附属第三病院

リハビリテーション科教授) 

■略歴
昭和60年 3月 浜松医科大学医学部卒業
平成 5年 4月 東京慈恵会医科大学リハビリテーション科 教室助手

東京慈恵会医科大学附属第三病院リハビリテーション科
12月 厚生省義肢装具等適合判定医師免許取得

平成 7年10月 カロリンスカ病院(スウェーデン) 臨床神経生理学部門研究生
平成12年 7月 神奈川リハビリテーション病院リハ医学科
平成16年 4月 東京都立保健科学大学 教授
平成17年 4月 首都大学東京 教授
平成24年 4月 東京慈恵会医科大学附属第三病院リハビリテーション科 診療部長
平成25年 1月 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座 教授

【大岡由佳氏】
(武庫川女子大学

心理・社会福祉学科准教授) 

■略歴
関西大学社会学部卒業後、民間精神科病院勤務を経て
2003年より久留米大学医学部精神神経科学教室において
精神保健福祉士として勤務。
同時期に、同大学博士課程在籍。
2008年に博士（保健福祉学）取得後、帝塚山大学心理福
祉学部の助手、講師を務める。
2010年より武庫川女子大学に着任し、現在に至る。
■研究テーマ
精神的不健康に陥った人々のメンタルヘルスとその心理
社会的ケアについて研究

当会では交通事故により高次脳機能障害を負ったケースについて、被害者家族だけでなく医療・福祉関係者からも

相談が多く寄せられます。高次脳機能障害の症状は複雑で一人ひとり異なり、言語・認知・行為・記憶などの高次脳

機能だけに障害が残る方、あるいは身体機能にも障害が残る方もいて、いずれも、事故前のように生活することが難

しくなります。また、「いのちが助かってよかった」という安堵の一方で、被害者は治療や後遺障害と向き合いなが

ら、警察や事故の相手方との対応、自賠責・労災・介護・障害福祉などの諸手続きにおわれます。

交通事故によって高次脳機能障害が残る場合に、被害者にどのような支援が必要なのか？ 高次脳機能障害と被害者

支援をテーマに、専門の先生方にお教えいただく機会として本セミナーを開催いたします。

★本セミナー開催にあたって

http://www.jiko-kazoku.com/0430.html
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